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可視メタンバンド撮像と近赤外分光による木星大気構造の推定

Investigation into the Jovian cloud structure by means of visual methane band imaging

and near-infrared spectroscopy
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木星の雲分布推定には、木星大気内のメタン分子の吸収波長域での観測が有効である。これは、強吸収域で観
測される散乱光は大気上端の散乱粒子だけを検出し、弱吸収域の光はより深部の散乱粒子分布までの分布情報を
持つためである。今回我々は、昨年八月に国立天文台岡山で行った近赤外分光観測と、昨年九月に京都大学理学
研究科附属飛騨天文台で行った可視域メタンバンド撮像観測の結果を統合し、緯度領域毎の木星大気上部構造に
ついて考察するとともに、大気深層部の厚い雲の存在を検証する。

熱化学平衡理論によって木星対流圏内に上方からアンモニア、硫化水素アンモニウム、水の三層の雲の存在が
予測されて以来（ Ref.1 ）、地上観測や Pioneer, Voyager などの探査機観測により様々な木星雲構造モデルが提唱
されてきた。しかし、1 9 9 5年に直接木星大気に突入した Galileo 探査機は、それら既存モデルの予想していた（も
しくは前提としていた） 5 bar 高度付近の厚い雲を全く検出できなかった（ Ref.2,3 ）。この突入領域が異常に雲の
薄い領域であった可能性も指摘されているが、あらためて慎重に雲構造を考察してみる必要があろう。

木星大気内の雲の高度分布推定には、木星大気内のメタン分子の複数の吸収波長域での観測が有効である。こ
れは、入射太陽光が分子に吸収するされることで、強吸収域で観測される散乱光は大気上端の散乱粒子だけを検
出し、弱吸収域の光はより深部の散乱粒子分布までの分布情報を持つためである。その結果、原理的には大気上
層から順に雲の分布を解明できる。しかし実際には、木星の雲粒子の散乱分布関数など、解析に必要な基本的デ
ータが決定的に不足しており、観測波長域が少ない場合には、解が何重にも縮退して物理的な議論が困難になる。
そこで今回我々は、昨年八月に国立天文台岡山観測所で行った近赤外メタンバンド（K - b a n d）での分光観測と、
昨年九月に京都大学理学研究科附属飛騨天文台で行った四カ所の可視域 ( 619, 726, 750, 890 nm ) でのメタンバン
ド撮像観測の結果を統合し、緯度領域毎の木星大気上部構造について考察するとともに、大気深層部の厚い雲の
存在を検証する。
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